































































































































































































































































































































































































桜井厚 ２００２『インタビューの社会学 ライフストーリーの聞き方』 せりか書房。
―――― ２０１０「ライフストーリーの時間と空間」 『社会学評論』 ６０ pp．４８１‐４９８
繁沢敦子 ２０１０『原爆と検閲』 中央公論新社。
冨永佐登美・葉柳和則 ２００９ 「非体験者にとっての継承活動の現状――長崎・元平和案内人への聞き取りから
の考察」 『長崎大学環境科学部 総合環境研究』 １２ pp．２９‐４０。
冨永佐登美 ２０１２「非体験者による被爆をめぐる語りの課題と可能性――平和案内人の実践を手がかりに」
『文化環境研究』 ６ pp．１６‐２５。
長崎原爆被爆５０年史編さん委員会（編） １９９６ 『長崎原爆被爆５０年史』 長崎市原爆被爆対策部。
長崎原爆資料館（編） ２００６ 『長崎原爆戦災誌』第１巻 総説編 改訂版 長崎市。







peace baton NAGASAKI ２０１１ 「次の世代へ…」
（http://peacebaton.giving.officelive.com/default.aspx，２０１２．１．２６）。
た。写真２は２０１１年６月２９日に行なった小学校への出前講座での生徒による詩の朗読を写したものである。生
徒による詩の朗読は当初の予定には入っていなかったが、メンバーがその場で教師たちに提案し実践した。
１９ Ｓさんはピースバトンナガサキの代表の５０代女性、Ｋさん、Ｎさん、Ｍさんは６０代の女性でピースバトンナガ
サキの中心的メンバーである。
２０ 山田数子は広島で被爆したので、朗読された「慟哭」という詩は、「原爆」や「被爆」という単語を含んでい
なくても、実際には被爆で子どもを失った母親の悲しみを表した詩と推測できる。メンバーは事前に山田数子
について調べ、彼女が被爆者であることを確認していた。しかし、朗読会の席上においてそのことには触れな
かった。
非経験者による被爆をめぐる新しい語り
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